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くすりのなまえ　
第６回　糖尿病のくすり 

　グルカゴン、アドレナリン、成長ホルモン、コルチゾール、これらはすべて体内で、血糖値を上げる働きをするホルモンです。しかし、血糖値を下げるホルモンはインスリンしかありません。インスリンの名前はラテン語のinsula（島）に由来しており、インスリンがすい臓のランゲルハンス島と呼ばれる部分より分泌されているからです。
　糖尿病のくすりのおおまかな系統と、当院採用薬を見ていきましょう。ポイントは各薬剤のインスリンとのかかわりです。
まず、インスリンが出てこないなら、くすりの力で分泌させてしまおうというものです。この系統のくすりをまとめてSU（スルホニルウレア）剤といいます。

グリミクロン　Glucosuna（糖尿）＋microangiopathy（細小血管）糖尿と細小血管に作用する

オイグルコン　良好（EU=good）な血糖（Glucose）のコントロール剤（control）で　　Euglucon＝オイグルコン
アマリール・ダオニール　特になし
SU剤とひとくくりにしても、インスリンを分泌させる作用だけでなく、他の作用も持っていることが多いですね。インスリンの分泌を促進させるわけですから、低血糖に十分注意が必要なくすりです。
2つ目は、インスリンの分泌を増加させることなく血糖をさげるくすりです。

メデット　特になし

アクトス　インスリン感受性（Insulin Sensitivity）に作用（Act On）するより、Act On Insulin Sensitivity=アクトス

メデットは、筋肉などへの糖の取り込みを増加させる作用をもち、アクトスはインスリンが効きにくくなった細胞を正常化させて、糖の取り込みを増やします。それぞれ、インスリンが過度に分泌されることがないため、低血糖になりにくいと言われています。しかし、どちらも特徴的な副作用があり、やはり注意が必要なくすりといえます。
最後は、食後の高血糖を抑えるくすりです。

ベイスン　basic theraphy

セイブル　糖尿病患者の命を救う（セイブsaveする）ことに願いをこめて
グルファスト　食後のグルコース（glucose）の上昇を速やかな（Fast）インスリン分泌促進作用により改善することから

ベイスン・セイブルは食事より摂取した糖を小腸から吸収できるグルコースに分解する酵素のα-グルコシダーゼを阻害します。そのため、体内にゆっくりとグルコースが入ってくるため食後の高血糖を抑えます。しかし、低血糖になった時は大変、普通の糖分では吸収が阻害されているわけですから、グルコース（ブドウ糖）を取らないといけません。グルファストはSU剤に分類されます、ただ効き目がすごく早く表れるので、食後の高血糖を抑えることに用います。
次回は眠剤の予定です。
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